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のである。この点において、「 Invisible books 」シリーズでの杉山の独自のアプローチが見て取れる。 
 
 「Traces-Touch」 杉山自身の制作途中の考察の記録としての文章が作品に対しての重要な視点を語
っている。書かれた文字や描かれた形、この場合は指に付けられたオレンジ色の絵具が指紋の形で紙の
上に堆積していくのであるが、その質が赤い光の中で姿を消し見えなくなるという仕掛けが展示空間に
設えてある。杉山がそれらを語る視点は「生と死」である、生と死の隠喩で記述するのである。赤い色
の光の中に佇むうちに次第になにかが見えてくる。指紋の重なりが別の質として見えてくると云う。こ
の時間の経過や鑑賞者に起こる変化は、ある種の忍耐を必要とするかもしれない、その経過の中でそれ
までと異なるものへの知覚と意識に誘い込むような仕掛けが，この作品の要となっていると云えよう。 
 
 「Reading-Blue」 最も新しい展開の作品である。「言葉にのるイメージ／夢の描写」の項で触れられ
ているように、杉山自身が見た夢を題材に記述し、それを文字と色と音で再現している。2008年に制作
されたが博士展において更に展開した形で新たに発表されている。このインスタレーション作品におい
ては、広い空間自体が夢の記述にある青い色に染まったなかであり、中央奥にある机の場所のみライト
が置かれていて明るくなっているが、その周囲は次第に闇にとけ込むかのような状態にある。机に直に
刻まれた夢の記述、夢に現れた「鳥」のようなもの、それは無数に増えて「海」に変わる。空間に聞こ
えている心臓の鼓動は、「海」のイメージにも重なっていく。杉山の手で羽毛や羽根を丸めて作られた無
  
 
数の白い球形のものがこの空間の床面を埋めている。入り口付近でも我々鑑賞者の足下に不意に置かれ
てあることに気づくのである。夢は隠喩に富み、解釈は時には限りなく変化し更新されてしまう。限定
不可能な迷宮のようなところである。杉山はその中で、自身の言葉で記述して、そこに色と音を与え、
それらとイメージが変容する様を検証している。杉山の作品のなかではイメージをダイレクトに扱う点
で、大きな展開をもたらしている。 
 
 「距離と時間からの解放。そんな不可能に近い状況を、私は意識と言う想像力のなかで、可能にする。」
という杉山自身の思いのこもった言葉がある、検証と制作体験から、「見る」という眼差しの、その先に
あるものを深い情熱をもって探求する杉山の制作行為とその作品は課程博士学位に相応しいものとして
高く評価する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 杉山礼香の作品は「「Reading−Blue」、死を超えるもの[Traces-Touch]2006」、「Lnvisible Booksシリー
ズ」の３つのシリーズ作品である、３点は共にインスタレーションの形式で提出された、作品は作る上
での形而上の諸々のことがらを形而下の行為や物質への探求で表そうと試みる。作品はこのための装置
として制作される、従ってそこには見る物はなく「中立した領域」「不可視の状態」が出現している、最
近作では杉山は夢を契機にして光の色、音、羽毛や羽根を丸めて作られた無数の白い球形のものによっ
てイメージの変容するインスタレーションの中に新しい表現の地平を切り開こうとする。 
 論文「意識、透明な痕跡」は、杉山は、自己の見ることへの懐疑と問いかけから不可視の状態の提示
に至る自己の制作の根拠を論述していく、また、見るという眼差しのその先にあるものを探求する、論
文講成は自己の見ることと意識の関係性を検証する一章、二章から最近作の「Reading-Blue」にインス
タレーション作品に至る音、言葉、物、イメージの中立した領域を露にする三章、自作や私記を解析し
ながら「中立した領域」について論考し、見えない状況において、不可視の物と向かい合う」という手
法を終章で獲得する。自己の執拗な制作意志が論文中に強く貫かれ論述されている。 
 杉山の論文とその作品は現代の芸術表現の新たな地平の断片を鋭く示していて、課程博士学位に相応
しいものとして高く評価する。 
 
